
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
第４回ふじみ寿大学が行われました  

 

第４回ふじみ寿大学は、「人権教育講座」でした。部落解放同盟埼玉県連合会書記長の小

野寺一規様に講師をお願いし、「身元調査を必要としない社会を！」～行政書士の戸籍不正取

得事件から考える～という演題でお話をいただきました。まず、行政書士等による戸籍の不正取

得事件がどのように行われているのか、その多くは結婚や就職に関して、同和地区出身者である

かどうかを調べるためのものであること。そして、こういった 

事件が起こるのは、お金を払ってまで依頼する人・団体が 

いるからであり、人々の中にあるこういった行為を容認する 

意識も大きく関係しているということ。これらを改善していく 

ためには、人権教育・啓発の推進と戸籍等について事前 

登録型本人通知制度への登録推進、「埼玉県部落差別 

解消推進条例」の周知と具体化が必要であるというお話 

でした。参加者からも「このような事例を交えた講座は、はじめてだったので興味深かった。」「本

人通知制度を申請しようと思う。」といった感想が寄せられました。 

 

 今も残る部落差別について考えてみませんか 
 
  富士見集会所は、すでにご存じの方も多いと思いますが、同和問題を柱とする人権教育を主

要な事業として取り組み、市民一人一人が、人権意識を高め、偏見や差別のない社会を実現す

ることを目指すことを目的として設置されています。その柱となる同和問題（部落差別）、皆さん

の中には、「何それ」とか「もう今はないんじゃない」と思われている方も多いかもしれません。で

も、残念ながら、部落差別は現在も残っているのです。 

令和３年１月には、埼玉県鴻巣市で部落差別を標榜するビラがばらまかれる事件がありまし

た。「令和２年入間郡市同和対策協議会人権に関する意識調査」の「あなたのお子さんが同和

地区出身の人と結婚しようとした場合、あなたはどのように対応しますか。」という設問に対して、

「本人の意思を尊重する。」と答えた人は６１％、「反対だが子の意思が強ければ仕方がない。」

が 16％、「認めない。」も３％いました。（他は「わからない」等）この回答にこそ、まだ、部落差別

が完全には解消されていないことが現れているのではないでしょうか。このように残念ながら部落

差別（同和問題）は解決途上の問題です。そして、それを解決するのは、私たち一人一人の正し

い知識と人権を守ろうとする強い意志なのではないでしょうか。 
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９月から１０月の主な予定 

 

日にち 行事内容 

９/ ９(金) 集会所だより９月号発行 

９/１９(月) 敬老の日 休所日 

９/２３(金) 秋分の日 休所日 

９/２９（木） 富士見集会所利用団体説明会 

９/３０（金） 第１回人権セミナー（児童の人権）一般の方５名程度参加可能 

１０/ １（土） 第１回小学生ふれあい教室（開講式・ブックトーク）応募締切済 
 

日本語のサイトなのに、商品が海外から届くの！？ 

通販サイトで商品を注文したところ、「サイトに掲載されている商品とは違うものが届いた」とか、

「届いた商品が模倣品のようだ。サイトへ返品や返金を申し出ても、高額な配送料や通関費用を

理由に、代金の一部だけの返金を提案された。海外サイトのようだ」などの相談が増えています。

このようなサイトは日本語で書かれているため、海外事業者の運営サイトであってもそれと気付か

ずに利用してしまうケースが多々あります。 

悪質サイトの被害に遭わないためにも、事業者の所在地や連絡先などの情報を事前にしっか

り確認しましょう。また、サイト内の日本語が不自然ではないか、注意が必要です。極端に値引き

されている場合は、模倣品の可能性も疑いましょう。 

相談・問合せ 月～金曜日の９時３０分～１２時、１３時～１６時に消費生活センターへ☎２９５４－７７９９ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

人権ミニ講座 貸出用ＤＶＤ紹介 

今回は、外国人の人権について考えてみ

たいと思います。今は、新型コロナウィルス感

染拡大の関係で少なくなっていますが、今

後、ますます我が国に入国する外国人は長

期的に増える傾向にあります。こうした中、言

語、宗教、文化、習慣等の違いから、外国人

をめぐって様々な人権問題が発生していま

す。異なる文化の中で育った方と接すると違

和感を感じることがあるのは、やむを得ない

面もあります。でも、ますます国際化する社会

において、違いを尊重し、互いを理解しあお

うとする姿勢はますます大切になってくるの

ではないでしょうか。 

「ちょっと待って、ケータイ２」 

携帯電話やスマートフォンに潜むさまざ

まな危険や家庭でどのようにルールを作っ

ていったらよいか等が紹介されています。

「子供向け」と「保護者向け」の２巻から

なっていて、それぞれ単独で使用すること

もできます。これから、携帯電話を持たせ

ようと考えている家庭や学校の学級活動・

保護者会等での活用もおすすめです。 

インターネットやＳＮＳに起因するさまざまな

問題が多発しています。子供たちを守るた

めにも一度視聴されてみてはいかがでしょ

うか。 


